
2011 年度 小委員会活動成果報告 
（2012 年 2 月 14 日作成） 

小委員会名 健康な住まいの空気読本作成小委員会 
主 査 名：野﨑淳夫 
就任年月：2010 年 4 月 

所属本委員会 
（所属運営委員会） 

環境工学委員会 
（企画刊行運営委員会） 

委員長名：佐土原 聡 
主 査 名：久野 覚 

設 置 期 間    2010 年 4 月  ～  2012 年 3 月 

設 置 目 的 
各年度活動計画 
（箇条書き） 

●設置目的 
・住まいを健康快適にするための情報を収集し、体系化を図る 
・収集情報を一般書にまとめ上げる 
・刊行書を用いた有益情報の普及・啓蒙を行う 
●活動計画 
初年度： 
・情報収集を行い、得られた知見を住宅購入者、ユーザーに効果的に伝達する記

述、表現法を検討する。 
・先に刊行した「室内化学物質汚染対策マニュアル」は専門向け刊行物であるが、

同書を参考に一般向けに分かりやすい目次、内容、構成を決定する。 
最終年度： 
・WG の活動成果内容を基にシンポジウムを開催し、広く意見を収集する。 
・原稿執筆を進め、出版に向けた準備を進める。 

委員構成 
（委員名（所属）） 

委員公募の有無：無 

野﨑淳夫（東北文化学園大学大学院）、熊野康子（株式会社フジタ）、林 基哉（宮城学院

女子大学）、桑沢保夫（独立行政法人建築研究所）、小椋利文（（財）住宅紛争処理・支援

センター）、山口陽二（環境リサーチ株式会社）、千葉隆一（株式会社エービーシー建材研

究所）、村江行忠（戸田建設株式会社）、北川滋春（（株）綜建築研究所）、土田信雄（（株）

土田建築設計事務所）、田村昌隆（ロックペイント株式会社）、橋向秀治（セメダイン株式

会社）、成田泰章（暮らしの科学研究所株式会社）、一條佑介（東北文化学園大学） 

設置 WG 
（WG 名：目的） 

なし 

2011 年度予算 300,000 円
ホームページ公開の有無：無 

委員会 HP アドレス： 

 

項  目 自己評価 

委員会開催数       14 回（年度内計画を含む） 

刊行物 
（シンポジウム資料等は

除く） 
 

講習会  

催し物 
（シンポジウム・セミナ

ー・研究会・見学会等） 
 

大会研究集会  

対外的意見表明・パ

ブリックコメント等 
 

目標の達成度 
（当初の活動計画と得ら

れた成果との関係） 

１．住宅における良好な空気環境を創造するための情報の収集を行い、得られた

知見をより効果的に伝達する記述、表現手法の検討を行う。（90%） 
（各委員が所属する工業会や企業に寄せられた苦情や相談事例などを収集・ 
整理した。また、行政や企業団体などが発行したガイドブック等の内容を検 



討し、健康住宅とするための設計法やリフォーム法に関して検討した。） 
２．前年度に刊行された「室内化学物質汚染対策マニュアル」を参考にしながら、

一般読者に判り易い目次、内容構成を決定する。(80%) 
（前年度に刊行した成果物「シックハウス対策マニュアル」は専門家向け書 
物であったが、本ＷＧでは他の関連書籍を見比べ、一般書に必要な要件を検 
討した。さらには、改正規制・基準について、反映させた。） 

委員会活動の問題点 
・課題 

１．委員の出席状況はよく、特に問題はない。 
２．執筆期間が短いため、効率よく、執筆・査読を進めることが課題である。 

 



環境工学本委員会用 自己評価欄 

 

2011 年度 健康な住まいの空気読本作成小委員会活動 自己評価 
 

(中間年度評価・最終年度評価) 
 

総合評価 
(4 段階評価) 

A B C D  

総合評価に関する 
自由記述欄 

(理由、特記事項等) 

１．住宅における良好な空気環境を創造するための情報の収集を行い、得られた

知見をより効果的に伝達する記述、表現手法の検討を行う。（90%） 
（各委員が所属する工業会や企業に寄せられた苦情や相談事例などを収集・ 
整理した。また、行政や企業団体などが発行したガイドブック等の内容を検 
討し、健康住宅とするための設計法やリフォーム法に関して検討した。） 
 
２．前年度に刊行された「室内化学物質汚染対策マニュアル」を参考にしながら、

一般読者に判り易い目次、内容構成を決定する。(80%) 
（前年度に刊行した成果物「シックハウス対策マニュアル」は専門家向け書 
物であったが、本ＷＧでは他の関連書籍を見比べ、一般書に必要な要件を検 
討した。さらには、改正規制・基準について、反映させた。） 

 

 

A 


